
平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度　「　「　「　「やまなしのやまなしのやまなしのやまなしの教育振興教育振興教育振興教育振興プランプランプランプラン」」」」進行状況進行状況進行状況進行状況

実施状況（今後の取り組み）

小 86.7 % 小 90 % 小 89 % 69.7

中 73.0 % 中 80 % 中 75.3 % 32.9

高校教育課 H２１年度事業廃止

・「山梨県公立高等学校教育課程実施状況調査」に
おける「将来の夢や目標を持っている」の設問に
「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」
と回答した生徒の割合

高 70.4 % 高 80 % 高 %  

小 81.8 % 小 90 % 小 85.1 % 40.2

中 72.1 % 中 80 % 中 75 % 36.7

小 79.2 % 小 90 % 小 82.5 % 30.6

中 62.1 % 中 70 % 中 64.4 % 29.1

小 91.2 % 小 98 % 77.3

中 89.6 % 中 97.8 % 78.8

高校教育課 Ｈ２２年　３月 高 92.5 % 高 96.3 % 50.7
H19年度水準と比較すると，全体の整備状況は改善されてお
り，各校において着実に推進されているといえる。今後も完全
整備を目標とした取り組みを推進してきたい。

高 70 %

100 %

高 60 %

高 180  

高 70 %

Ｈ25年度
の目標値

高 80 %

進捗率
％

127.8

Ｈ19年度水準と比較すると，全体の整備状況特に中学校につ
いては改善されてきており，各校において着実に推進されてい
るといえる。さらに個別に対応する中で完全整備を目標とした
取組を推進して行きたい

「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」と回答した
児童生徒の割合が目標値に近づいてきているので，今後も児童
生徒キャリア育成推進事業等を通じ，指導者の育成およびキャ
リア教育の充実を図っていきたい。

生徒減少・クラス数減少、経済不況による就職希望者の減少、
意識の高い生徒のみの参加に変更、新型インフルエンザ流行な
どの影響で減少したと推察している。地域連絡会等を通じ、各
校の取り組みを促し参加校を増やす。

国「地域産業担い手育成事業」、県「ものづくり人材育成事
業」の取り組みにより参加者数が増えている。

国「地域産業担い手育成事業」、県「ものづくり人材育成事
業」の取り組みにより参加者数が増えている。

小学校，中学校ともに目標とする値に近づいており，今後も学
校訪問や教育課程説明会などを通して，教師への指導助言を続
けていきたい。

算数，数学とも，目標とする値に近づいてきており，今後も学
校訪問や教育課程説明会などを通して，教師への指導助言を続
けていきたい。
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・「山梨県公立高等学校教育課程実施状況調査」に
おける「英語の勉強がどの程度分かるか」の設問に
「よく分かる」「だいたい分かる」と回答した生徒
の割合

45.5

51.3高

高

・「全国学力・学習状況調査」における「国語の授
業の内容はよくわかる」の設問に「当てはまる」
「どちらかといえば、当てはまる」と回答した児童
生徒の割合

・「山梨県公立高等学校教育課程実施状況調査」に
おける「国語の勉強がどの程度分かるか」の設問に
「よく分かる「だいたい分かる」と回答した生徒の
割合

57.7

人

-21.5

343.3

高

%

Ｈ２２年　３月 ・企業等の研修に参加した教員の数

・就業体験を実施している高校の割合

Ｈ２２年　３月 ・企業等で実習体験をしている生徒の数

平成２1年度
現況値の公表時期

指　標　の　概　要

Ｈ２２年　３月

・「全国学力・学習状況調査」における「将来の夢
や目標を持っている」の設問に「当てはまる」「ど
ちらかといえば、当てはまる」と回答した児童生徒
の割合

高

高

高

高

65.6

150

%

高 300 人

・「全国学力・学習状況調査」における「算数（数
学）の授業の内容はよくわかる」の設問に「当ては
まる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答し
た児童生徒の割合

・「山梨県公立高等学校教育課程実施状況調査」に
おける「数学の勉強がどの程度分かるか」の設問に
「よく分かる」「だいたい分かる」と回答した生徒
の割合

H２１年度事業廃止

・学習指導要領に示された目標に沿った指導と評価
を実践するために、各教科毎に学力を観点別にとら
えた評価規準を整備している学校の割合

%  %

%

%

Ｈ19年度
の現況値

人

Ｈ21年度
の現況値

高

高 人

人

62.5

665

185

高

高

高

 

 

%

%

担当課

義務教育課

高校教育課

高校教育課

高校教育課

義務教育課

高校教育課

義務教育課

高校教育課

義務教育課

高校教育課

Ｈ２１年　８月

H２２年　８月

H２１年度事業廃止

Ｈ２１年　８月

H２１年度事業廃止

Ｈ２２年１１月

やまなしの教育振興プラン1



平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度　「　「　「　「やまなしのやまなしのやまなしのやまなしの教育振興教育振興教育振興教育振興プランプランプランプラン」」」」進行状況進行状況進行状況進行状況

実施状況（今後の取り組み）Ｈ25年度
の目標値

進捗率
％

平成２1年度
現況値の公表時期

指　標　の　概　要
Ｈ19年度
の現況値

Ｈ21年度
の現況値

担当課

小 3.6 % 小 2 % 小 3.5 % 6.3

中 9.3 % 中 5 % 中 8.7 % 14

高校教育課 H２１年度事業廃止

・「山梨県公立高等学校教育課程実施状況調査」に
おける「学校の授業以外に、１日だいたいどのくら
い勉強しますか」の設問に「全く、または、ほとん
どしない」と答えた生徒の割合

高 28.2 % 高 15 % 高 %  

小 82.4 % 小 90 % 小 82.1 % -3.9

中 68.5 % 中 80 % 中 71.5 % 26.1

小 88.8 % 小 91 % 183.3

中 87.1 % 中 89.5 % 82.8

高校教育課 H２１年度事業廃止

・「山梨県高等学校教育課程実施状況調査」におけ
る「学校の規則を守っている」の設問に、「当ては
まる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した
生徒の割合

高 85.2 % 高 %  

小 34.8 小 44.5 27.6

中 27.1 中 39.8 29.6

小 82.4 % 小 83.6 % 15.8

中 77.6 % 中 79.9 % 18.5

・「全国学力・学習状況調査」における「海、山、
湖、川などで遊んだ経験がある」の設問に「何度も
あった」「時々あった」と回答した児童の割合（小
学校）

小 84.8 % 小 %  

・「全国学力・学習状況調査」における「海、山、
湖、川などに行って、自然の素晴らしさを感じた経
験がある」の設問に「何度もあった」「時々あっ
た」と回答した生徒の割合（中学校）

中 86.4 % 中 %  

20,000 人

80 %

%

90 %

-19.6

山梨県高等学校芸術文化祭への参加生徒数は増加傾向にある。
今後は更に各部門への参加を促進したり，芸術文化祭に関わる
行事の支援をおこなっていく必要がある。

　小学校に対しては，「総合的な学習の時間」が好きと感じる
児童が増えるよう，教育課程説明会や『教育課程指導資料』を
通して，よりよい授業実践例を学校現場に提供していきたい。
　中学校に対しては，より目標値に近づけるよう，浅川中等の
先進的な取り組みを，学校現場に紹介していきたい。

有→無，無→有の変化があったが１校分減少してしまった。相
手先の中学校の選定や，予定に左右されているようである。
過去2年で無の学校数は１１校であるので，積極的な活用を呼
びかけたい。

小学校については，目標値に到達し，中学校も大幅に向上して
いるので，今後も維持・向上できるよう，「やまなし」心づく
り推進運動で取り組みを呼びかけていく。

小・中学校とも目標値に近づいてきてはいるが，達成には至っ
ていない。「やまなし」心づくり推進運動の調査項目に，新項
目として設置することで，各小・中学校における取組意識の高
揚を図る。

平成１９年度と比べると，小・中学校とも公開している学校が
増えているので，今後も推進運動を継続して行い意識化を図っ
ていく。

小学校に関しては若干減少しているがほぼ同じ値である。中学
校に関してはやや減少しているが，まだ目標までは差がある。
家庭学習の充実，学習習慣の確立等を含む「学力向上プログラ
ム」（Ｈ２２策定）を普及することを通して，県下児童生徒の
学習時間向上を図っていきたい。

人
・文化部の活動を充実させるために行われている高
校芸術文化祭への参加者数

人18,416

Ｈ２２年　６月
・教員や生徒により小中学生への授業等を実施して
いる高校の割合

62.1高 % 58.6 %高

・「全国学力・学習状況調査」における「総合的な
学習の時間の勉強は好きですか」の設問に「当ては
まる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた
児童生徒の割合

Ｈ２１年　８月

・「全国学力・学習状況調査」における「学校の授
業時間以外に普段、１日あたりどれくらいの時間、
勉強をしていますか」の設問に「全くしていない」
と答えた児童生徒の割合

・「全国学力・学習状況調査」における「人が困っ
ているときは、進んで助けている」の設問に「当て
はまる」「どちらかといえば、当てはまる」と回答
した児童生徒の割合

・「全国学力・学習状況調査」における「学校のき
まりを守っている」の設問に「当てはまる」「どち
らかといえば当てはまる」と回答した児童生徒の割
合

・道徳の授業を地域住民や保護者に公開している学
校の割合

90 %

70 %

90

19,238 51.9

H21年度調査項目から削除

Ｈ２１年１２月

高

義務教育課

義務教育課

高校教育課

義務教育課

義務教育課

義務教育課

義務教育課

高校教育課

Ｈ２１年　８月

Ｈ２１年　８月

Ｈ２２年　４月

Ｈ２１年　８月

やまなしの教育振興プラン2



平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度　「　「　「　「やまなしのやまなしのやまなしのやまなしの教育振興教育振興教育振興教育振興プランプランプランプラン」」」」進行状況進行状況進行状況進行状況

実施状況（今後の取り組み）Ｈ25年度
の目標値

進捗率
％

平成２1年度
現況値の公表時期

指　標　の　概　要
Ｈ19年度
の現況値

Ｈ21年度
の現況値

担当課

小 251 件 小 200 件 小 77 件 341.2

中 319 件 中 230 件 中 284 件 39.3

高校教育課 Ｈ２２年９月 高 169 件 高 100 件 高 122 件 68.1
未然防止に向けてのＬＨＲ等での道徳教育の実施、いじめ実態
把握アンケートの工夫改良と調査結果に基づく迅速な対応・指
導の推進。

小 188 人 小 160 人 小 124 人 228.6

中 995 人 中 700 人 中 753 人 82

高校教育課 Ｈ２２年１１月 高 299 人 高 280 人 高 305 人 -31.6
教育相談体制の一層の充実など、不登校の未然防止や欠席がち
な生徒の教室への復帰を支援する取組の充実を図る。

小 6 件 小 3 件 小 4 件 66.7

中 135 件 中 90 件 中 196 件 -135.6

高校教育課 Ｈ２２年９月 高 72 件 高 50 件 高 68 件 18.2
未然防止に向けて、ＬＨＲ等特別活動での道徳教育の実施や良
好な人間関係づくり促す行事や取組を推進していく。

小 15.4 % 小 10 % 小 15.5 % -1.9

中 32.5 % 中 20 % 中 31.1 % 11.2

高校教育課 H２１年度事業廃止

・「山梨県公立高等学校教育課程実施状況調査」に
おける「学校の授業以外で１日だいたい、どのくら
い読書をしますか」の設問に「全く、または、ほと
んどしない」と答えた生徒の割合

高 50.5 % 高 30 % 高 %  

スポーツ健
康課

Ｈ２２年　１月
・「山梨県新体力テスト・健康実態調査」で授業以
外で週３日以上運動・スポーツを実施している小学
生（５・６年生）の割合

小 48.2 % 小 65 % 小 47.9 % -1.8

進捗率はマイナスであるが平成２０年度と比べ若干伸びてい
る。各研修会や講習会等で、「運動をする子とそうでない子の
二極化、女子の値の低さ」を大きな課題として周知し、運動を
しない子、したくてもできない子に対して運動をする機会や場
を提供するなど、関係機関と連携しながら推進していく。ま
た、時間・空間・仲間の「三間づくり」も引き続き推進してい
く。

スポーツ健
康課

Ｈ２２年　１月
・「山梨県新体力テスト・健康実態調査」で小学生
（５年生）のボール投げの平均値のピーク時（昭和
56年）の値に対する割合

小 81.7 % 小 90 % 小 80.7 % -12

平成１７年度から、全県的な新体力テストの実施や一校一実践
運動の取り組み等により、体力に関する関心も高まっている。
今後も学校や関係機関と連携を図りながら、継続して取り組ん
でいく。

中 29.2 % 中 60 % 中 42.4 % 42.9

高 87.5 % 高 100 % 高 97 % 76

小 91 % 小 95 % 小 92.1 % 27.5

中 84 % 中 90 % 中 86.4 % 40

高 78.3 % 高 90 % 高 80.8 % 21.4

平成１９年度と比較すると，着実に成果を上げ，小・中学校と
もに減少している。さらにこの減少の流れを定着させるため，
未然防止の取組を推進していきたい。

平成１９年度と比較すると、着実に成果を上げ、小・中学校と
もに減少している。
　さらにこの減少の流れを定着させるため、未然防止の取り組
みを推進していきたい。

平成19年度と比較すると，小学校では減少，中学校では逆に
増加している。しかし，Ｈ20年度からは減少しているので，
さらに積極的な取組を進める中で，発生件数を抑えていきた
い。

小学校は昨年度とほぼ同じ。中学校はやや減少したが，ひき続
き不読者を減らす取り組んでいく。具体的には，国語力向上の
ために継続している「言語環境づくりプログラム」における
「読書生活の充実」のための取り組みをとおして，県下小・中
学校への指導を行っていきたい。

実施校の割合は年々増加しているので、引き続き取り組みを進
めていく。

平成１７年度から、全県的な健康実態調査の実施や一校一実践
運動の取り組み等により、健康に関する関心も高まり広まって
いる。今後も機会あるごとに啓発活動等を行い、継続して取り
組んでいく。

・「全国学力・学習状況調査」における「家や図書
館で、普段、１日あたりどれくらいの時間、読書を
しますか」の設問に「全くしない」と答えた児童生
徒の割合

・「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査」における公立学校の「暴力行為」の件数

Ｈ２２年９月

Ｈ２１年　８月

・「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査」における公立学校の「不登校児童生徒」
の人数

・「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関
する調査」における公立学校の「いじめの認知件
数」

Ｈ２２年　４月 ・薬物乱用防止教室を実施している学校の割合

Ｈ２２年　１月
・「山梨県新体力テスト・健康実態調査」で児童生
徒が朝食を摂取している割合

義務教育課

スポーツ健
康課

スポーツ健
康課

義務教育課

義務教育課

義務教育課

Ｈ２２年９月

Ｈ２２年　８月

やまなしの教育振興プラン3



平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度　「　「　「　「やまなしのやまなしのやまなしのやまなしの教育振興教育振興教育振興教育振興プランプランプランプラン」」」」進行状況進行状況進行状況進行状況

実施状況（今後の取り組み）Ｈ25年度
の目標値

進捗率
％

平成２1年度
現況値の公表時期

指　標　の　概　要
Ｈ19年度
の現況値

Ｈ21年度
の現況値

担当課

小 64.2 % 小 84.4 % 56.4

中 53.8 % 中 71.7 % 38.7

高 10.2 % 高 24.1 % 15.5

小 57.2 % 小 79.9 % 177.3

中 39.8 % 中 73.3 % 110.9

小 46.2 % 小 78.4 % 135.3

中 35.7 % 中 73.4 % 109.9

小 87.8 % 小 96.5 % 71.3

中 84.4 % 中 93.5 % 58.3

高校教育課 Ｈ２２年　３月 高 75.9 % 高 96.6 % 85.9
平成１９年度に対して，大幅にアップしており，ほぼ全ての学
校で実施されている。省エネ活動がそれぞれの学校で定着して
きていることが伺える。今後，全学校での実施を目指したい。

小 56.8 % 小 70 % 小 58.2 % 10.6

中 56.3 % 中 70 % 中 56.4 % 0.7

高校教育課 Ｈ２２年　９月 高 64.3 % 高 80 % 高 63 % -8.3
平成１９年度に対して若干減少した。各学校に配置したワゴン
プロジェクタの活用のための研修などを実施し、授業での積極
的な活用を促したい。

小 39.9 % 小 73.4 % 55.7

中 43.8 % 中 75 % 55.5

高校教育課 Ｈ２２年　６月 高 71.7 % 高 96.8 % 88.7
学校関係者評価については，全ての高等学校で実施した。今後
は，全ての高等学校での公表を促す。

高

100 %

高 100 %

80 %

20 %

100 %

70 %

70 %

100 %

平成１９年度と比べると，小・中学校とも取り組んでいる学校
が増えている。今後も省エネ・省資源活動の推進を図っていき
たい。

何らかの福祉教育を実施している高校は１００％となった。今
後は、様々な内容での実践的活動を含む福祉教育の実施率を高
めていくように促す。

情報機器の整備が進んだことにより，すぐに利用できる学校が
増えたことから，主に小学校の数値が増加している。今後も学
校の情報化を働きかけていきたい。

作成済学校の割合は増加しているが、高等学校の割合が低いの
で、取り組みを強化していく。

小中学校ともにH25年度の目標値を上回っており、理解促進
が図られている。教育課程説明会等を通じて作成内容の充実を
図るとともに、対象となる全ての児童生徒について作成を進め
る。

H19に比較して増加しており、軽度の知的障害者等に対する
進路指導の成果が伺える。今後も、新規職場開拓に取り組むと
ともに、関係機関と連携しながら進路指導、就労支援を進め
る。

有→無，無→有の変化があったが１校分減少してした。県外大
学の利用により，県内分集計にならなかったものもある。
過去2年間無の学校数は６校であり、内訳は、農業系２，工業
１，普通３である。今後は、積極的活用を呼びかけたい。

学校の教育の質の保証・向上のために法整備された学校評価制
度の理解が進み，実施率が増加している。今後も実施率の向上
させていきたい。

交流活動を年間予定に位置づけて組む学校が増えてきている。
引き続き，研修会等で継続した取り組みを促していきたい。

小中学校ともにH25年度の目標値を上回っており、理解促進
が図られている。今後、担当者研修会等を通じて作成内容の充
実を図るとともに、対象となる全ての児童生徒について作成を
進める。

Ｈ２２年　５月

Ｈ２２年　４月 14.6

Ｈ２２年　３月
・一人ひとりの児童生徒の障害の状態や発達段階等
に応じた学習指導を行うための「個別の指導計画」
を作成している小中学校の割合

Ｈ２２年　３月

・食に関する指導全体計画を作成している学校の割
合

・一人ひとりの児童生徒の教育的ニーズに応じ、関
係機関が連携して適切な指導及び必要な指導を行う
ための「個別の教育支援計画」を作成している小中
学校の割合

92

69

・県立特別支援学校高等部の新卒生徒の就職割合

%

・省エネ・省資源活動等に取り組んでいる学校の割
合

・福祉の心を培い、福祉の実践力を高めるための福
祉教育に取り組む高校の割合
※　小・中は100％達成済

高

高

%

%

・コンピュータや提示装置等を活用して指導する能
力を持つ教員の割合

39

・大学教員による授業を取り入れている高校の割合

・教育活動に係る自己評価に対する学校関係者評価
を実施・公表している学校の割合

・保育所や幼稚園との交流活動を年に３回以上行っ
た小学校の割合

小 % 小 60 %

100

19.2 85.2

100.0

%

%

62.1 -62.7

48 42.9

%

%

高

高

小

スポーツ健
康課

新しい学校
づくり推進
室

義務教育課

高校教育課

義務教育課

新しい学校
づくり推進
室

新しい学校
づくり推進
室

義務教育課

高校教育課

義務教育課

Ｈ２２年　３月

Ｈ２２年　３月

Ｈ２２年　９月

Ｈ２２年　２月

Ｈ２２年　６月

Ｈ２２年　２月

やまなしの教育振興プラン4



平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度　「　「　「　「やまなしのやまなしのやまなしのやまなしの教育振興教育振興教育振興教育振興プランプランプランプラン」」」」進行状況進行状況進行状況進行状況

実施状況（今後の取り組み）Ｈ25年度
の目標値

進捗率
％

平成２1年度
現況値の公表時期

指　標　の　概　要
Ｈ19年度
の現況値

Ｈ21年度
の現況値

担当課

社会教育課 Ｈ２２年　３月
・様々な知識や技能を持つ地域住民が学校や家庭、
地域に貢献できるための仕組みづくりに取り組んだ
市町村の割合

0 100 % 62.9 62.9
Ｈ２０年度からの取り組みとして、県下全市町村へ学校を支援
する仕組みが整備されるよう鋭意努めており、計画を上回る進
捗状況にある。

小 62.2 % 小 78.6 % 92.1

中 60.2 % 中 68.1 % 39.9

生涯学習文
化課

Ｈ２２年　4月
・県、市町村、大学、民間団体等が連携し、多様な
学習機会を提供する「キャンパスネットやまなし」
に入学した人の数（累計）

3,098 人 5,000 人 3,943 人 44.4
Ｈ２１年度は４８６人の入学者となっている。今後も制度につ
いて周知を図り、入学者の増加に努めていく。

社会教育課 Ｈ２２年　３月
・様々な知識や技能を持つ地域住民が学校や家庭、
地域に貢献できるための仕組みづくりに取り組んだ
市町村の割合

0 100 % 62.9 62.9
Ｈ２０年度からの取組として、県下全市町村へ学校を支援する
仕組みが整備されるよう鋭意努めており、計画を上回る進捗状
況にある。

スポーツ健
康課

Ｈ２１年　８月
・選手、指導者がアンチ・ドーピングへの意識啓発
のための講習会に参加している県内競技団体の割合

70 % 100 % 70 % 0
平成１９年度と参加競技団体数は同じだが、平成１９年度とは
異なった団体が参加している。今後は全競技団体が参加するよ
うな講習会のあり方と募集の方法を検討する。

人
・
団
体

100

件

80

100

%

50 %

人2,300

%

平成１９年度に比べ、少年種別は増加したが、関東ブロック大
会を突破できなかったことが原因で成年種別が減少した。今後
も一貫指導体制を充実して、少年から成年への強化支援をして
いく。

Ｈ２１年度は２８９人に奨励賞を交付した。今後も学習活動へ
の取組みを働きかけるとともに、制度の周知に努めていく。

全日制高校では９６．６％の実施率である。定時制高校の実施
率を高めていくように促す。

Ｈ１９年度と比較すると、アクセス件数は減少しているもの
の、提供情報総数は増加しており、今後も情報更新及び普及啓
発に努めていく。

平成２１年度新たに５クラブが創設され、これまでの設立済み
市町村は１１市３町１村となっている。平成２２年度には５ク
ラブ、平成２３年度には４クラブが創設される見通しである。
未設置の市町村への訪問等による働きかけを行っていく中で、
平成２５年度までには実質設置率１００％を目指す。

各市町村のインフラ整備の格差もあるが，小学校はほぼ目標達
成に近づいた。中学校に関しても順調に伸びていると考えられ
る。

Ｈ２１年度調査は実施していない。総合型地域スポーツクラブ
設置数及び設置率の拡大に取り組む中で、気軽にスポーツに親
しめる環境づくりを行い、目標達成に向けスポーツ実施率を高
めていく。

・学校のホームページで情報提供を行っている学校
の割合
※　高校は100％達成済

・「やまなしまなびネットワークシステム」で提供
している学習機会や人材等の学習情報へのアクセス
件数

836,370 件 件826,063 -6.31,000,000

スポーツ健
康課

スポーツ健
康課

Ｈ２２年　４月
・「キャンパスネットやまなし」において所定の単
位を取得し、奨励賞を交付された学習者の数（累
計）

生涯学習文
化課

・国民体育大会における個人、団体の上位８位以内
の入賞数

人
・
団
体

・いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親し
むことができるよう、総合型地域スポーツクラブを
設置している県内市町村の割合

・週１回以上スポーツを実施している成人の割合 %

%

83

%86.8 36.2
・乳幼児とのふれ合い体験を実施している高校の割
合

高 % 高 100 %79.3

1,154

53.6

32.4

人 53.1

高

人1,763

81.5

80

60%

人・
団体

%  

-17.6

高校教育課

義務教育課

生涯学習文
化課

スポーツ健
康課

Ｈ２２年　４月

Ｈ２２年　３月

Ｈ２１年１０月

Ｈ２２年　３月

平成２１年度調査なし

Ｈ２２年　９月

やまなしの教育振興プラン5



平成平成平成平成２１２１２１２１年度年度年度年度　「　「　「　「やまなしのやまなしのやまなしのやまなしの教育振興教育振興教育振興教育振興プランプランプランプラン」」」」進行状況進行状況進行状況進行状況

実施状況（今後の取り組み）Ｈ25年度
の目標値

進捗率
％

平成２1年度
現況値の公表時期

指　標　の　概　要
Ｈ19年度
の現況値

Ｈ21年度
の現況値

担当課

スポーツ健
康課

Ｈ２２年　３月
・トップレベルの競技者の養成・確保のための一貫
指導体制を確立している競技団体の割合

55 % 100 % 55 % 0
平成１９年度から平成２１年度までは、４０競技団体中２２競
技団体での確立を目指してきた。平成２２年度からは、４０競
技団体が取り組めるよう支援していく。

小 40 % 小 43.2 % 32

中 34 % 中 35.8 % 11.3

高校教育課 Ｈ２２年　３月 高 31 % 高 31 % 0
活用する学校が固定する傾向にあるが、工夫した取り組みも見
られる。出前講座の実施などの活用を促進させる。

生涯学習文
化課

Ｈ２２年　４月
・県民の文化芸術活動の発表及びその鑑賞の場であ
る県民文化祭への参加者数

218,973 人 222,000 人 241,806 人 754.3
Ｈ１９年度と比較すると、来場者数が約２万人増加した。
今後も引き続き参加者の増加に努めていく。

690 件

50 %

Ｈ２１年度から指定管理者が変わり、自主事業の数が増加、特
に県民参加型の事業が増えたため、入場者数の増となってい
る。
今後も魅力ある事業を企画し、入場者の増加に努めていく。

17,951Ｈ２２年　５月 人 26,796 431.720,000 人

・県立博物館と連携して教育活動を行っている学校
の割合

Ｈ２２年　３月

生涯学習文
化課

・県民文化ホールで開催した主催事業への入場者数

学術文化財
課

・県内の国・県指定文化財の件数 660 件

ティーチャーズクラブ会員を増やすことで，教員に対する意識
付けを今後も積極的に行い，生徒に還元できる体制づくりを続
けていく。

667

人

件

義務教育課

市町村教育委員会と新規指定物件の掘り起こしをして、計画的
な文化財指定を進める。

Ｈ２２年　4月

23.3

やまなしの教育振興プラン6


